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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザが正しい超音波検査画像を迅速に取得で
きる一種の検査位置の調整方法、調整装置、超音波プロ
ーブおよび端末を提供する。
【解決手段】本発明の検査位置の調整方法では、超音波
プローブが現時点で検知した第１超音波画像を取得する
１０１ことと、第１超音波画像に対応する被検対象の目
前検査位置を特定する１０２ことと、被検対象の目前検
査位置および被検対象の目標検査位置に基づいて、超音
波プローブの移動を指示するための指示情報を特定する
１０３ことと、当該指示情報に従って、超音波プローブ
の検査位置を調整することを指示する１０４ことと、を
含む。本発明では、ユーザが正しい超音波検査画像を迅
速に取得できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブが現時点で検知した第１超音波画像を取得することと、
　前記第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定することと、
　前記被検対象の目前検査位置および被検対象の目標検査位置に基づいて、前記超音波プ
ローブの移動を指示するための指示情報を特定することと、
　前記指示情報に従って、前記超音波プローブの検査位置を調整することを指示すること
と、を含む
　ことを特徴とする検査位置の調整方法。
【請求項２】
　前記第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定することは、具体的に、
　前記第１超音波画像に対応する被検対象を特定することと、
　前記被検対象における、前記第１超音波画像にマッチングしたエリアに対応する位置情
報を特定し、且つ前記位置情報で示される位置を前記第１超音波画像に対応する被検対象
の目前検査位置とすることと、を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の検査位置の調整方法。
【請求項３】
　前記第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定することは、具体的に、
　超音波画像と被検対象の検査位置との間の第１対応関係を取得することと、
　前記第１超音波画像および前記第１対応関係に基づいて、前記第１超音波画像に対応す
る被検対象の目前検査位置を特定することと、を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の検査位置の調整方法。
【請求項４】
　超音波画像と被検対象の検査位置との間の第１対応関係を取得することは、具体的に、
　前記第１超音波画像に対応する被検対象を特定ことと、
　前記被検対象に基づいて、前記超音波画像と前記被検対象の検査位置との間の第１対応
関係を取得することと、を含む
　ことを特徴とする請求項３に記載の検査位置の調整方法。
【請求項５】
　前記第１超音波画像に対応する被検対象を特定することは、具体的に、
　前記第１超音波画像および第２対応関係に基づいて、前記第１超音波画像に対応する被
検対象を特定することを含み、
　そのうち、前記第２対応関係は、超音波画像と被検対象との間の対応関係であり、前記
第２対応関係は、被検対象毎に対応する少なくとも二つの超音波画像に基づいて事前に特
定したものである
　ことを特徴とする請求項２または４に記載の検査位置の調整方法。
【請求項６】
　前記第１超音波画像に対応する被検対象を特定することは、具体的に、
　前記第１超音波画像と事前に記憶した各検査待ち対象の第１三次元モデルとをマッチン
グし、マッチが成功した第１三次元モデルを特定し、マッチが成功した第１三次元モデル
に対応する検査待ち対象を、前記第１超音波画像に対応する被検対象とすることを、含む
　ことを特徴とする請求項２または４に記載の検査位置の調整方法。
【請求項７】
　前記被検対象の目前検査位置および被検対象の目標検査位置に基づいて、前記超音波プ
ローブの移動を指示するための指示情報を特定することは、具体的に、
　前記被検対象の目前検査位置と目標検査位置との間の相対的な位置情報を算出すること
と、
　前記相対的な位置情報を前記指示情報とすることと、を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の検査位置の調整方法。
【請求項８】
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　前記指示情報に従って、前記超音波プローブの検査位置を調整することを指示すること
は、具体的に、
　前記指示情報を前記超音波プローブに送信し、前記超音波プローブによって前記指示情
報を出力し、且つ、ユーザによって前記指示情報に従って前記超音波プローブの検査位置
を調整すること、
　または、
　前記指示情報を出力し、ユーザによって前記指示情報に従って前記超音波プローブの検
査位置を調整することを、含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の検査位置の調整方法。
【請求項９】
　前記検査位置の調整方法では、前記超音波プローブの移動を指示するための指示情報を
特定した後に、
　前記指示情報が前記被検対象の目前検査位置と前記被検対象の目標検査位置とが同じで
あることを示すことを特定した場合、前記第１超音波画像を記憶することを、さらに含む
　ことを特徴とする請求項１～４、７～８のいずれか１項に記載の検査位置の調整方法。
【請求項１０】
　前記検査位置の調整方法では、前記第１超音波画像を記憶した後に、
　前記被検対象には次の目標検査位置が存在するか否かを判定し、存在すると、被検対象
の目前検査位置に基づいて、前記超音波プローブが次の目標検査位置まで移動する指示情
報を特定し、そうでなければ、記憶した各目標検査位置に対応する超音波画像を出力する
ことを、さらに含む
　ことを特徴とする請求項９に記載の検査位置の調整方法。
【請求項１１】
　前記指示情報には、前記超音波プローブの調整方向および前記超音波プローブの回転角
度が含まれる
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の検査位置の調整方法。
【請求項１２】
　取得モジュール、第１特定モジュール、第２特定モジュール、および指示モジュールを
備え、
　前記取得モジュールは、超音波プローブが現時点で検知した第１超音波画像を取得する
ためのものであり、
　前記第１特定モジュールは、前記第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を
特定するためのものであり、
　前記第２特定モジュールは、前記被検対象の目前検査位置および被検対象の目標検査位
置に基づいて、前記超音波プローブの移動を指示するための指示情報を特定するためのも
のであり、
　前記指示モジュールは、前記指示情報に従って、前記超音波プローブの検査位置を調整
することを指示するためのものである
　ことを特徴とする検査位置の調整装置。
【請求項１３】
　通信モジュール、超音波検査モジュール、および指示モジュールを備え、
　前記超音波検査モジュールは、現時点の検知位置の超音波信号を取得するためのもので
あり、
　前記通信モジュールは、前記超音波信号を送信し、前記超音波プローブの移動を指示す
るための指示情報を受信するためのものであり、
　前記指示モジュールは、前記指示情報を出力するためのものである
　ことを特徴とする超音波プローブ。
【請求項１４】
　前記指示モジュールは、処理サブモジュールと指示ランプを備え、
　前記処理サブモジュールは、前記指示情報に基づいて前記指示ランプの点灯と消灯を制
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御するためのものである
　ことを特徴とする請求項１３に記載の超音波プローブ。
【請求項１５】
　少なくとも一つのプロセッサ、及び
　前記少なくとも一つのプロセッサと通信接続されるメモリを備え、
　そのうち、前記メモリは、前記少なくとも一つのプロセッサによって実行可能な命令を
格納し、前記少なくとも一つのプロセッサが請求項１～１１のいずれか１項に記載の検査
位置の調整方法を実行できるように、前記命令は前記少なくとも一つのプロセッサに実行
される
　ことを特徴とする端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施例は、超音波検査の分野に関し、特に、一種の検査位置の調整方法、調整
装置、超音波プローブおよび端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　技術の発展に伴い、例えば手持ち型超音波検査装置などの小型化された超音波検査装置
が現れている。小型の超音波検査装置は、適用シナリオが病院に限定されなくなり、小規
模な保健所で使用されることや医者が診断のために外出する時に携帯して使用されること
ができ、ユーザーが自ら購入して自宅で使用することさえもできる。
【０００３】
　発明者は、従来技術を検討する過程において、超音波検査を行う時に、正しい超音波検
査画像を得るために、ユーザーが正しい検査位置において正しい検査角度で超音波検査プ
ローブを使用する必要があることを見出した。しかしながら、小規模な保健所の医師およ
び自ら超音波検査装置を購入した一般ユーザーにとって、小型の超音波検査装置を使用す
る場合、正しい位置において正しい角度で超音波検査を行うのは非常に困難である。
【０００４】
　これから分かるように、ユーザーに超音波検査装置を使用する専門知識を習得させる必
要が無い場合にはどのようにして正しい超音波検査画像を迅速に取得するかは、解決する
必要がある問題である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施形態の目的は、ユーザが正しい超音波検査画像を迅速に取得できる一種の
検査位置の調整方法、調整装置、超音波プローブおよび端末を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の技術問題を解決するために、本発明の実施形態は、一種の検査位置の調整方法が
提供され、超音波プローブが現時点で検知した第１超音波画像を取得することと、第１超
音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定することと、被検対象の目前検査位置
および被検対象の目標検査位置に基づいて、超音波プローブの移動を指示するための指示
情報を特定することと、当該指示情報に従って、超音波プローブの検査位置を調整するこ
とを指示することと、を含む。
【０００７】
　本発明の実施形態は、一種の検査位置の調整装置がさらに提供され、取得モジュール、
第１特定モジュール、第２特定モジュール、および指示モジュールを備え、取得モジュー
ルは、超音波プローブが現時点で検知した第１超音波画像を取得するためのものであり、
第１特定モジュールは、第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定するた
めのものであり、第２特定モジュールは、被検対象の目前検査位置および被検対象の目標
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検査位置に基づいて、超音波プローブの移動を指示するための指示情報を特定するための
ものであり、指示モジュールは、指示情報に従って、超音波プローブの検査位置を調整す
ることを指示するためのものである。
【０００８】
　本発明の実施形態は、一種の超音波プローブがさらに提供され、通信モジュール、超音
波検査モジュール、および指示モジュールを備え、超音波検査モジュールは、現時点の検
知位置の超音波信号を取得するためのものであり、通信モジュールは、超音波信号を送信
し、超音波プローブの移動を指示するための指示情報を受信するためのものであり、指示
モジュールは、指示情報を出力するためのものである。
【０００９】
　本発明の実施形態は、一種の端末がさらに提供され、少なくとも一つのプロセッサ、及
び少なくとも一つのプロセッサと通信接続されるメモリを備え、そのうち、メモリは、少
なくとも一つのプロセッサによって実行可能な命令を格納し、少なくとも一つのプロセッ
サが上記の検査位置の調整方法を実行できるように、命令は少なくとも一つのプロセッサ
に実行される。
【００１０】
　従来技術に比べて、本発明の実施形態では、被検対象の目標検査位置の超音波画像が最
も正確であるため、現時点で検出された第１超音波画像をリアルタイムで取得することに
よって、当該第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置をリアルタイムで特定し
、被検対象の目前検査位置と被検対象の目標検査位置に基づいて、正確な指示情報がリア
ルタイムで特定され、毎回超音波プローブを調整する精度を確保し、超音波プローブが被
検対象の目標検査位置に調整される速度を向上し、指示情報に従って超音波プローブの検
査位置の調整を指示することによって、ユーザーは専門的な超音波検査の知識を持たなく
ても、被検対象の正しい超音波画像を正確に取得でき、超音波検査装置の適用性を向上し
た。
【００１１】
　また、第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定することは、具体的に
、第１超音波画像に対応する被検対象を特定することと、被検対象における、第１超音波
画像にマッチングしたエリアに対応する位置情報を特定し、且つ位置情報で示される位置
を第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置とすることと、を含む。先に被検対
象を特定してから、被検対象における第１超音波画像にマッチングしたエリアを特定する
だけで、被検対象の目前検査位置を特定できるので、目前検査位置を特定する範囲を縮小
して、被検対象の目前検査位置を特定する速度を速くした。
【００１２】
　また、第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定することは、具体的に
、超音波画像と被検対象の検査位置との間の第１対応関係を取得することと、第１超音波
画像および第１対応関係に基づいて、第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置
を特定することと、を含む。第１超音波画像および第１対応関係によって、第１超音波画
像に対応する被検対象の目前検査位置を特定することができ、操作が簡単で、速度が速い
。
【００１３】
　また、超音波画像と被検対象の検査位置との間の第１対応関係を取得することは、具体
的に、第１超音波画像に対応する被検対象を特定ことと、被検対象に基づいて、超音波画
像と被検対象の検査位置との間の第１対応関係を取得することと、を含む。先に被検対象
を特定するので、第１対応関係を探す範囲を縮小して、第１対応関係をを取得する速度を
速くした。
【００１４】
　また、第１超音波画像に対応する被検対象を特定することは、具体的に、第１超音波画
像および第２対応関係に基づいて、第１超音波画像に対応する被検対象を特定することを
含み、そのうち、第２対応関係は、超音波画像と被検対象との間の対応関係であり、第２
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対応関係は、被検対象毎に対応する少なくとも二つの超音波画像に基づいて事前に特定し
たものである。第２対応関係に基づいて被検対象を特定するので、操作が簡単で、速度が
速い。
【００１５】
　また、第１超音波画像に対応する被検対象を特定することは、具体的に、第１超音波画
像と事前に記憶した各検査待ち対象の第１三次元モデルとをマッチングし、マッチが成功
した第１三次元モデルを特定し、マッチが成功した第１三次元モデルに対応する検査待ち
対象を、第１超音波画像に対応する被検対象とすることを、含む。事前に記憶した検査待
ち対象の第１三次元モデルとマッチングすることによって、第１超音波画像に対応する被
検対象を正確に特定することができる。
【００１６】
　また、被検対象の目前検査位置および被検対象の目標検査位置に基づいて、超音波プロ
ーブの移動を指示するための指示情報を特定することは、具体的に、被検対象の目前検査
位置と目標検査位置との間の相対的な位置情報を算出することと、相対的な位置情報を指
示情報とすることと、を含む。相対的な位置情報を直接に算出するので、算出が簡単であ
る。
【００１７】
　また、指示情報に従って、超音波プローブの検査位置を調整することを指示することは
、具体的に、超音波プローブによって指示情報を出力し、且つ、ユーザによって指示情報
に従って超音波プローブの検査位置を調整すること、または、指示情報を出力し、ユーザ
によって指示情報に従って超音波プローブの検査位置を調整することを、含む。ユーザは
、出力された指示情報に従って超音波プローブの検査位置を調整し、指示情報は超音波プ
ローブによって出力されてもよく、直接出力されてもよいので、指示情報の出力方式はよ
り柔軟になる。
【００１８】
　また、検査位置の調整方法では、超音波プローブの移動を指示するための指示情報を特
定した後に、指示情報が被検対象の目前検査位置と被検対象の目標検査位置とが同じであ
ることを示すことを特定した場合、第１超音波画像を記憶することを、さらに含む。被検
対象の目標検査位置に属する第１超音波画像のみを記憶し、即ち、正しい超音波画像のみ
を記憶するので、格納スペースを節約するとともに、被検対象の超音波画像に対する後続
の解析精度を確保する。
【００１９】
　また、検査位置の調整方法では、第１超音波画像を記憶した後に、被検対象には次の目
標検査位置が存在するか否かを判定し、存在すると、被検対象の目前検査位置に基づいて
、超音波プローブが次の目標検査位置まで移動する指示情報を特定し、そうでなければ、
記憶した各目標検査位置に対応する超音波画像を出力することを、さらに含む。
【００２０】
　また、指示情報には、超音波プローブの調整方向および超音波プローブの回転角度が含
まれる。指示情報には、超音波プローブの調整方向および回転角度が含まれるので、超音
波プローブが検査待ち対象の目標検査位置で検知するときに正確な角度であることを確保
し、取得した超音波画像の正確性を確保する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　一つまたは複数の実施例は、それらと対応する図面中のグラフによって例示的に説明さ
れ、これらの例示的な説明は、実施例を制限するものではない。図面における同一の参照
符号を有する部品は、類似する部品を示し、特に明記しない限り、図面中のグラフは比例
上の制限を構成しない。
【図１】本願の第１実施例における検査位置の調整方法の具体的なフローチャートである
。
【図２】本願の第２実施例の検査位置の調整方法における、第１超音波画像に対応する被
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検対象の目前検査位置を特定する具体的なフローチャートである。
【図３】本願の第３実施例における検査位置の調整方法の具体的なフローチャートである
。
【図４】本願の第４実施例における検査位置の調整装置の具体的な構成を示す図である。
【図５】本願の第５実施例における超音波プローブの具体的な構成を示す図である。
【図６】本願の第６実施例における超音波プローブの指示モジュールの具体的な構成を示
す図である。
【図７】本願の第６実施例における超音波プローブの指示ランプの具体的な設置を示す図
である。
【図８】本願の第７実施例における端末の構成を示す図である。
【図９】本願の第８実施例における超音波検査装置の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の実施例の目的、技術方案およびメリットをより明確にするために、以下では、
図面を結合して本発明の各実施形態を詳細に説明する。ところが、当業者は、読者に本願
をより良く理解させるように、本発明の各実施形態において多数の技術的細部を提出して
いることを理解できるはずである。しかしながら、これらの技術的細部および以下の各実
施形態に基づく様々な変化及び修正が無くても、本願が保護を要求しようとする技術方案
を実現することもできる。
【００２３】
　本発明の第１実施形態は、一種の検査位置の調整方法に係る。当該検査位置の調整方法
は、超音波検査装置、例えば手持ち型超音波検査装置に適用される。通常、超音波検査装
置は、超音波プローブと、超音波プローブに通信可能に接続される処理端末とを備え、処
理端末は、超音波プローブによって取得された超音波信号を受信するためのものである。
本実施形態において、当該検査位置の調整方法が超音波検査装置の処理端末に適用される
ことを例とする。当該検査位置の調整方法の具体的な流れは、図１に示す通りである。
【００２４】
　本実施形態において、人体検査を例として、当該検査位置の調整方法の具体的な過程を
説明する。
【００２５】
　ステップ１０１：超音波プローブが現時点で検知した第１超音波画像を取得する。
【００２６】
　具体的には、処理端末は、スマートフォン、コンピュータなどの表示機能を有する装置
であってもよく、リモートサーバなどであってもよく、本実施形態では処理端末のタイプ
が限定されていない。処理端末は、超音波プローブと通信接続されており、無線接続とし
てもよく、有線接続としてもよい。超音波プローブは、現時点で検知された超音波信号を
処理端末に送り返し、処理端末は当該超音波信号によって、当該超音波信号に対応する第
１超音波画像を生成する。
【００２７】
　ユーザは、超音波プローブを人体の表面に置いて検査待ち器官を検査することができる
。理解できるように、検査待ち器官に対する検査を速くするために、ユーザは、プローブ
を人体の表面における検査待ち器官にほぼ対応する位置に置くことができ、当該初期位置
は、精確なものとされる必要がない。
【００２８】
　ステップ１０２：第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定する。
【００２９】
　具体的には、各検査待ち対象の第１三次元モデルを事前に記憶し、当然ながら、各検査
待ち対象の第１三次元モデルを事前に記憶すると同時に、各検査待ち対象の第１三次元モ
デルの間の相対的な位置関係を事前に記憶することができ、例えば、人体の各器官の第１
三次元モデルを構築し、人体の各器官の間の相対的な位置関係に基づいて、一つの完全な
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人体器官の三次元モデルを構築する。
【００３０】
　理解できるように、事前に記憶した各検査待ち対象の第１三次元モデルは、当該検査待
ち対象の各検査ポイントの座標情報と角度情報を持つことができ、例えば、事前に記憶し
た人体の各検査待ち器官、および各検査待ち器官の医学的超音波検査ポイントの座標と角
度情報である。
【００３１】
　一つの具体的な実現方式では、当該第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置
を特定することの具体的な過程は、当該第１超音波画像に対応する被検対象を特定し、被
検対象における、第１超音波画像にマッチングしたエリアに対応する位置情報を特定し、
且つ位置情報で示される位置を第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置とする
ことであることができる。
【００３２】
　そのうち、当該第１超音波画像に対応する被検対象を特定することは、以下の二種類の
方式を含むことができる。
【００３３】
　方式１：第１超音波画像および第２対応関係に基づいて、第１超音波画像に対応する被
検対象を特定し、そのうち、第２対応関係は、超音波画像と被検対象との間の対応関係で
あり、第２対応関係は、被検対象毎に対応する少なくとも二つの超音波画像に基づいて事
前に特定したものである。
【００３４】
　具体的には、被検対象毎に対応する少なくとも二つの超音波画像に基づいて、超音波画
像と被検対象との間の第２対応関係を事前に構築することができ、本実施形態では、人体
の各器官を被検対象として、大量の各器官に対応する超音波画像を取得し、被検対象毎の
超音波画像に対して深層学習を行うことによって、超音波画像と被検対象との間の第２対
応関係を構築することができる。例えば、人間の心臓に対応する１００枚の超音波画像を
取得し、人間の胃に対応する１００枚の超音波画像を取得し、人間の肺に対応する１００
枚の超音波画像を取得し、各器官の１００枚の超音波画像には、当該器官の異なる角度の
超音波画像が含まれることができ、深層学習アルゴリズムによって、当該超音波画像と被
検対象との間の第２対応関係を事前に構築し、この場合、当該第２対応関係によって、超
音波画像を入力して超音波画像における特徴を認識するだけで、当該超音波画像に対応す
る被検対象を特定できる。深層学習の具体的な方式については、ここでは贅言しない。
【００３５】
　方式２：第１超音波画像と事前に記憶した各検査待ち対象の第１三次元モデルとをマッ
チングし、マッチが成功した第１三次元モデルを特定し、マッチが成功した第１三次元モ
デルに対応する検査待ち対象を、第１超音波画像に対応する被検対象とする。
【００３６】
　具体的には、第１超音波画像と事前に記憶した各検査待ち対象の第１三次元モデルとを
マッチングし、第１超音波画像と事前に記憶した各検査待ち対象の第１三次元モデルとの
類似度を取得し、類似度がプリセット閾値を超えると、マッチが成功したと認定し、マッ
チが成功した第１三次元モデルに対応する検査待ち対象を、第１超音波画像に対応する被
検対象とする。
【００３７】
　例えば、超音波画像Ａを、それぞれ、事前に記憶した心臓、胃、肺の三つの検査待ち対
象それぞれの第１三次元モデルとマッチングし、同時に、心臓、胃、肺の三者の間の相対
的な位置関係を事前に記憶し、類似度のプリセット閾値が９０％であり、超音波画像Ａが
心臓の第１三次元モデルとの間の類似度が９５％で、胃の第１三次元モデルとの間の類似
度が２０％で、肺の第１三次元モデルとの間の類似度が１０％であると、当該超音波画像
Ａと心臓の第１三次元モデルとのマッチが成功し、これにより、当該超音波画像Ａの被検
対象が心臓であることを特定できる。
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【００３８】
　当該第１超音波画像に対応する被検対象を特定した後に、被検対象における第１超音波
画像にマッチしたエリアに対応する位置情報を取得し、位置情報で示される位置を、第１
超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置とする。
【００３９】
　言い甲斐があるのは、第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定できな
いと、現時点で超音波プローブが検知範囲を超えてしまい、エラーリマインドを直接出力
することがきることを示す。
【００４０】
　ステップ１０３：被検対象の目前検査位置および被検対象の目標検査位置に基づいて、
超音波プローブの移動を指示するための指示情報を特定する。
【００４１】
　一つの具体的な実現方式では、被検対象の目前検査位置と目標検査位置との間の相対的
な位置情報を算出し、相対的な位置情報を指示情報とする。そのうち、当該指示情報には
、超音波プローブの調整方向および超音波プローブの回転角度が含まれる。
【００４２】
　具体的には、各検査待ち対象の目標検査位置を事前に記憶し、被検対象を特定した後に
、当該被検対象の目標検査位置を特定でき、この時、被検対象に座標系を構築することが
でき、構築された座標系を用いて当該被検対象の目前検査位置と目標検査位置との間の相
対的な位置情報を算出し、例えば、当該被検対象の目標検査位置と当該被検対象の目前検
査位置との間に差分値計算を行い、両者の間の角度差分値および方向差分値を特定し、且
つ角度差分値および方向差分値を指示情報とする。指示情報は、超音波プローブが目標検
査位置までに移動することを指示する方向と回転角度であり、例えば、指示情報は、左に
移動し且つ時計回りに回転することである。
【００４３】
　ステップ１０４：指示情報に従って、超音波プローブの検査位置を調整することを指示
する。
【００４４】
　一つの具体的な実現方式では、指示情報を超音波プローブに送信し、超音波プローブに
よって指示情報を出力し、且つユーザによって指示情報に従って超音波プローブの検査位
置を調整し、または、指示情報を出力し、ユーザによって指示情報に従って超音波プロー
ブの検査位置を調整する。
【００４５】
　具体的には、指示情報を超音波プローブに送信し、当該超音波プローブが指示ランプの
方式で当該指示情報を出力してもよく、ヒント音を放送する方式で当該指示情報を出力し
てもよい。理解できるように、処理端末は、当該指示情報を直接出力してもよく、出力方
式は、表示、ヒント音の放送に限定されない。ユーザは、出力された指示情報によって超
音波プローブの検査位置を調整することができる。
【００４６】
　なお、超音波プローブが毎度検知をした後に、ステップ１０１～ステップ１０４を繰り
返し、超音波プローブが検査位置を調整することを指示し続けることができ、当然ながら
、被検対象の目前検査位置と目標検査位置とが同じであると、特定された指示情報は、「
調整終了」のヒント情報であり、または、空の指示情報である。これは、ここでは制限さ
れなく、実際のニーズに応じて設定することができる。
【００４７】
　従来技術に比べて、本発明の実施形態では、被検対象の目標検査位置の超音波画像は最
も正確であるため、現時点で検出された第１超音波画像をリアルタイムで取得することに
よって、当該第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置をリアルタイムで特定し
、被検対象の目前検査位置と被検対象の目標検査位置に基づいて、正確な指示情報がリア
ルタイムで特定され、毎回超音波プローブを調整する精度を確保し、超音波プローブが被
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検対象の目標検査位置に調整される速度を向上し、指示情報に従って超音波プローブの検
査位置の調整を指示することによって、ユーザーは専門的な超音波検査の知識を持たなく
ても、被検対象の正しい超音波画像を正確に取得でき、超音波検査装置の適用性を向上し
た。
【００４８】
　本発明の第２実施形態は、一種の検査位置の調整方法に係る。第２実施形態は第１実施
形態とほぼ同じであるが、主な違いは、本発明の第２実施形態において、超音波画像と被
検対象の検査位置との間の第１対応関係を取得する方式を利用して、当該第１超音波画像
に対応する被検対象の目前検査位置を特定ことにある。以下では、本実施形態における、
第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定する過程を具体的に説明する。
その具体的な流れは、図２に示すお通りである。
【００４９】
　ステップ２０１：超音波画像と被検対象の検査位置との間の第１対応関係を取得する。
【００５０】
　具体的には、超音波画像と被検対象の検査位置との間の第１対応関係を事前に構築し、
構築方式は二種類があり、以下では、第１対応関係を構築する二種類の方式を具体的に説
明する。
【００５１】
　方式１：
　大量の構築データを事前に取得し、取得方法としては、クラウドから取得することやエ
ンジニアが事前に入力することができ、そのうち、当該構築データには、被検対象毎の超
音波画像、被検対象毎の位置情報、及び被検対象毎の目標検査位置が含まれ、深層学習の
方式で、超音波画像と被検対象の検査位置との間の第１対応関係を特定する。第１対応関
係の構築を終了した後に、第１超音波画像を入力するだけで、当該第１対応関係によって
、当該第１超音波画像に対応する被検対象、および当該第１超音波画像に対応する被検対
象の目前検査位置を得ることができる。
【００５２】
　方式２：
　方式１に類似して、大量の構築データを事前に取得し、当該構築データには、被検対象
毎の超音波画像、被検対象毎の位置情報、及び被検対象毎の目標検査位置が含まれる。大
量の構築データによって、深層学習アルゴリズムで超音波画像と被検対象との間の第２対
応関係を事前に構築し、被検対象毎に対して、当該被検対象の超音波画像と検査位置との
間の対応関係を構築する。即ち、被検対象に基づいて、超音波画像と被検対象の検査位置
との間の第１対応関係を特定することができる。
【００５３】
　方式１で第１対応関係を事前に構築すると、第１対応関係を直接取得することができる
。方式２で第１対応関係を構築すると、当該第１対応関係を取得する過程は、第１超音波
画像に対応する被検対象を特定し、被検対象に基づいて、超音波画像と被検対象の検査位
置との間の第１対応関係を取得することである。
【００５４】
　理解できるように、本実施形態における第１超音波画像に対応する被検対象を特定する
方式は、第１実施形態に提供される二種類の方式を利用することができ、ここでは、被検
対象を特定する二種類の方式をこれ以上贅言しない。しかしながら、説明する必要がある
のは、第１実施形態における方式２で被検対象を特定すると、各検査待ち対象に対応する
第１三次元モデールを事前に記憶する必要があることである。
【００５５】
　ステップ２０２：第１超音波画像および第１対応関係に基づいて、第１超音波画像に対
応する被検対象の目前検査位置を特定する。
【００５６】
　具体的には、第１対応関係と第１超音波画像によって、第１超音波画像に対応する被検
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対象の検査位置を特定することができる。
【００５７】
　本実施形態に提供される検査位置の調整方法では、第１超音波画像および第１対応関係
によって、第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定することができ、操
作が簡単で、速度が速く、同時に、第１対応関係を構築する複数種の方式および第１対応
関係を取得する方式を提供し、第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定
する柔軟性を向上した。
【００５８】
　本発明の第３実施形態は、一種の検査位置の調整方法に係る。第３実施形態は、第１実
施形態または第２実施形態をさらに改良したものであり、主な改良点は、超音波プローブ
の移動を指示するための指示情報を特定した後に、指示情報が被検対象の目前検査位置と
被検対象の目標検査位置とが同じであることを示すことを特定した場合、第１超音波画像
を記憶することにある。その具体的な流れは、図３に示すお通りである。
【００５９】
　ステップ３０１：超音波プローブが現時点で検知した第１超音波画像を取得する。
【００６０】
　ステップ３０２：第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定する。
【００６１】
　ステップ３０３：被検対象の目前検査位置および被検対象の目標検査位置に基づいて、
超音波プローブの移動を指示するための指示情報を特定する。
【００６２】
　ステップ３０４：指示情報に従って、超音波プローブの検査位置を調整することを指示
する。
【００６３】
　ステップ３０５：指示情報が被検対象の目前検査位置と被検対象の目標検査位置とが同
じであることを示すことを特定した場合、第１超音波画像を記憶する。
【００６４】
　具体的には、指示情報が被検対象の目前検査位置と被検対象の目標検査位置とが同じで
あることを示すことを特定した場合、被検対象の目前検査位置と被検対象の目標検査位置
とが重なり合っていることを表し、このとき、第１超音波画像を記憶する。
【００６５】
　ステップ３０６：被検対象には次の目標検査位置が存在するか否かを判定し、存在する
と、ステップ３０７を実行し、そうでなければ、ステップ３０８を実行する。
【００６６】
　具体的には、被検対象に複数の目標検査位置を設置することができ、被検対象の複数の
目標検査位置を事前に並び替え、プリセットした配列順で、超音波プローブが各目標検査
位置に到達するように順次に調整され、そのうち、目標検査位置の配列順は限定されてい
なく、実際のニーズに応じて設定することができる。例えば、人体の心臓に対して、Ａ位
置、Ｂ位置、Ｃ位置の三つの目標検査位置を事前に設定し、三つの目標検査位置を事前に
並び替え、並び替えられた目標検査ポイントの順序は、Ｃ位置、Ｂ位置、Ａ位置であり、
目前検査位置が目標検査位置であるＣ位置と重なり合っていることを特定すると、配列順
に基づいて、次の目標検査位置であるＢ位置が存在していることを知ることができ、目前
検査位置が目標検査位置であるＡ位置と重なり合っていることを特定すると、配列順に基
づいて、次の目標検査位置が存在していないことを知ることができる。
【００６７】
　ステップ３０７：被検対象の目前検査位置に基づいて、超音波プローブが次の目標検査
位置まで移動する指示情報を特定する。
【００６８】
　具体的には、このとき、ステップ３０３の方式を採用して、被検対象の目前検査位置お
よび次の目標検査位置の指示情報に基づいて、且つ特定された指示情報に従って、次の目
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標検査位置に調整するように超音波プローブに指示し、且つ次の目標検査位置の超音波画
像を記憶する。
【００６９】
　ステップ３０８：記憶した各目標検査位置に対応する超音波画像を出力する。
【００７０】
　具体的には、被検対象には複数の目標検査位置が存在すると、各目標検査位置に対応す
る超音波画像を出力し、出力方式は、ユーザーが各目標検査位置の超音波画像に対して解
析、研究などを実施できるように、各目標検査位置に対応する超音波画像をユーザーの端
末に送信する、または直接表示することができる。
【００７１】
　なお、本実施形態におけるステップ３０１～ステップ３０４は、第１実施形態における
ステップ１０１～ステップ１０４とほぼ同じであるので、ここでこれ以上贅言しない。そ
のうち、本実施形態におけるステップ３０５は、ステップ３０３が実行された後に実行さ
れてもよく、即ち、ステップ３０３が実行された後に、ステップ３０５が実行され、ステ
ップ３０５が実行された後に、ステップ３０４が実行され、その後ステップ３０６が実行
される。
【００７２】
　本実施形態に提供される検査位置の調整方法では、被検対象の目標検査位置に属する第
１超音波画像のみを記憶し、即ち、正しい超音波画像のみを記憶するので、格納スペース
を節約するとともに、被検対象の超音波画像に対する後続の解析精度を確保し、また、記
憶した各目標検査位置の超音波画像を出力することによって、ユーザーは各目標検査位置
の正しい超音波画像を解析しやすく、正しい解析結果を取得することができる。
【００７３】
　上記各種の方法におけるステップの区分けは、説明の明瞭のためになされたものである
が、実行する際に一つのステップになるように合併すること、または、いくつかのステッ
プを複数のステップに分割することができ、同じ論理的な関係を含みさえすれば、いずれ
も本願の保護範囲内に含まれる。また、アルゴリズムまたはプロセスの中心デザインを変
更せずに、アルゴリズムまたはプロセスに対して重要でない修正を加えることや重要でな
いデザインを導入することは、いずれも本願の保護範囲内に含まれる。
【００７４】
　本発明の第４実施形態は、一種の検査位置の調整装置に係る。当該検査位置の調整装置
４０は、取得モジュール４０１、第１特定モジュール４０２、第２特定モジュール４０３
、および指示モジュール４０４を備える。具体的な構成は、図４に示す通りである。
【００７５】
　取得モジュール４０１は、超音波プローブが現時点で検知した第１超音波画像を取得す
るためのものであり、第１特定モジュール４０２は、第１超音波画像に対応する被検対象
の目前検査位置を特定するためのものであり、第２特定モジュール４０３は、被検対象の
目前検査位置および被検対象の目標検査位置に基づいて、超音波プローブの移動を指示す
るための指示情報を特定するためのものであり、指示モジュール４０４は、指示情報に従
って、超音波プローブの検査位置を調整することを指示するためのものである。
【００７６】
　容易に見つけるのは、本実施形態は、第１実施形態に対応するシステム実施例であり、
第１実施形態と互いに組み合わせて実施されることができる。第１実施形態に言及された
関連技術的細部は、本実施形態において依然として有効であるので、重複を減らすために
、ここではこれ以上贅言しない。これに応じて、本実施形態に言及される関連技術的細部
は、第１実施形態に適用されることもできる。
【００７７】
　言い甲斐があるのは、本実施形態に係る各モジュールは、いずれもロジックモジュール
であり、実際に適用される場合に、一つのロジックユニットは一つの物理ユニットであっ
てもよく、一つの物理ユニットの一部であってもよく、複数の物理ユニットの組み合わせ
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によって実現されてもよい。また、本発明の革新的な部分を強調するために、本実施形態
では、本発明によって提出された技術的問題を解決することにそれほど関係しないユニッ
トを導入しないが、これは、本実施形態に他のユニットがないことを意味しない。
【００７８】
　本発明の第５実施形態は、一種の超音波プローブに係る。当該超音波プローブ５０は、
通信モジュール５０１、超音波検査モジュール５０２、および指示モジュール５０３を備
える。具体的な構成は、図５に示す通りである。
【００７９】
　超音波検査モジュール５０２は、現時点の検知位置の超音波信号を取得するためのもの
であり、通信モジュール５０１は、超音波信号を送信し、超音波プローブの移動を指示す
るための指示情報を受信するためのものであり、指示モジュール５０３は、指示情報を出
力するためのものである。
【００８０】
　具体的には、超音波検査モジュール５０２は、現時点の検知位置の超音波信号を取得し
、例えば、当該超音波プローブ５０を人体の皮膚表面に置いて、超音波検査モジュール５
０２によって現時点の検知位置の超音波信号を取得し、且つ当該超音波信号を通信モジュ
ール５０１に伝送し、通信モジュール５０１によって当該超音波信号を超音波検査装置の
処理端末に送信し、処理端末が当該超音波信号によって現時点の検知位置の第１超音波画
像を取得し、第１超音波画像に対応する被検対象の目前検査位置を特定し、且つ、被検対
象の目前検査位置および被検対象の目標検査位置に基づいて、超音波プローブ５０の移動
を指示するための指示情報を特定する。超音波プローブ５０は、通信モジュール５０１に
よって処理端末に戻された指示情報を受信し、且つ当該指示情報を指示モジュール５０３
に伝送し、指示モジュール５０３によって当該指示情報を出力する。指示モジュール５０
３による出力方式は、対応する指示ランプを点灯する方式、またはヒント音を発する方法
であってもよく、本実施形態では限定されていない。
【００８１】
　本実施形態に提供される超音波プローブは、指示モジュールを備え、取得された指示情
報を出力することができ、これにより、ユーザが出力された指示情報に基づいてプローブ
の検査位置を調整できるようにし、ユーザが超音波プローブを被検対象の正しい検査位置
に迅速に調整することを支援することができる。
【００８２】
　本発明の第６実施形態は、一種の超音波プローブに係り、本実施形態は、第５実施形態
における指示モジュール５０３をさらに詳細化したものである。指示モジュール５０３は
、処理サブモジュール５０３１及び指示ランプ５０３２を備える。具体的な構成は、図６
に示す通りである。
【００８３】
　具体的には、処理サブモジュール５０３１と指示ランプ５０３２が接続され、処理サブ
モジュール５０３１は通信モジュール５０１から指示情報を取得し、当該処理サブモジュ
ール５０３１は、指示情報に基づいて指示ランプ５０３２の点灯と消灯を制御するための
ものである。そのうち、指示情報には、当該超音波プローブ５０の調整方向と超音波プロ
ーブの回転角度が含まれる。指示ランプも方向指示ランプと角度指示ランプを含み、処理
サブモジュール５０３１は、指示情報における方向情報に基づいて方向指示ランプの点灯
と消灯を調節する。同様に、処理サブモジュール５０３１は、指示情報における角度情報
に基づいて角度指示ランプの点灯と消灯を調節する。
【００８４】
　図７に示すように、上下左右の四つの方向の方向指示ランプ、二つの回転方向の角度指
示ランプ、一つの左傾斜した角度指示ランプ、一つの右傾斜した角度指示ランプを設置で
きることが理解できる。当然ながら、方向指示ランプの数量と方向、および角度指示ラン
プの数量と回転角度は、実際のニーズに応じて設定することができ、図７に列挙された方
式に限定されない。
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【００８５】
　本実施形態に提供される超音波プローブは、指示ランプの方式で指示情報を出力するの
で、指示を明確にし、ユーザが超音波プローブを調整することを便宜にする。
【００８６】
　本願の第７実施形態は、一種の端末に係る。当該端末７０は、少なくとも一つのプロセ
ッサ７０１、及び少なくとも一つのプロセッサ７０１と通信接続されるメモリ７０２を備
える。そのうち、メモリ７０２は、少なくとも一つのプロセッサ７０１によって実行可能
な命令を格納し、少なくとも一つのプロセッサ７０１が検査位置の調整方法を実行できる
ように、命令は少なくとも一つのプロセッサ７０１に実行される。具体的な構成は、図８
に示す通りである。
【００８７】
　そのうち、メモリ７０２とプロセッサ７０１は、バスによって接続され、バスは、任意
の数量の相互接続されたバスおよびブリッジを含むことができ、バスは、一つまたは複数
のプロセッサ７０１をメモリ７０２の各種回路とリンクする。バスは、周辺機器、マノス
タット、および電力管理回路などのさまざまな他の回路を相互にリンクすることもでき、
これらはいずれも本分野で周知するものであるため、本明細書ではこれ以上説明しない。
バスインターフェイスは、バスとトランシーバとの間にインターフェイスを提供する。ト
ランシーバは、一つのコンポーネントであってもよく、複数のコンポーネントであっても
よく、例えば、伝送媒体においてさまざまな他のデバイスと通信するためのユニットを提
供する複数の受信機および送信機である。プロセッサによって処理されたデータは、アン
テナを介して無線媒体において伝送され、さらに、アンテナはデータをも受信してプロセ
ッサに送信する。
【００８８】
　プロセッサは、バスの管理および通常の処理を担当し、タイミング、周辺インターフェ
イス、電圧調節、電源管理、及びその他の制御機能を含むさまざまな機能を提供すること
もできる。メモリは、プロセッサが作業を実行するときに使用されるデータを格納するた
めに用いられることができる。
【００８９】
　本願の第８実施例は、一種の超音波検査装置に係り、図９に示すように、上記の第５実
施例に係る検査位置の調整装置８１と第６実施形態または第７実施形態における超音波プ
ローブ８２とを備える。
【００９０】
　具体的には、当該超音波検査装置は、人体検査に適用される超音波装置であってもよく
、部品の超音波探傷用の超音波装置であってもよい。具体的な適用は、ここで限定されて
いない。
【００９１】
　当業者は、上記実施例の方法におけるステップの全部または一部を実現することが、プ
ログラムによって関連ハードウェアに命令して実行することで達成されることを理解でき
るはずである。当該プログラムは、一つの記憶媒体に格納され、一つのデバイス（シング
ルチップマイコン、チップなどであることができる）またはプロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓ
ｏｒ）に本願の各実施例に記載される方法のステップの全部または一部を実行させるため
の幾つかの命令を含む。上記の記憶媒体としては、Ｕディスク、リムーバブルハードディ
スク、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ランダムア
クセスメモリ（ＲＡＭ：Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、磁気ディスク、
または光ディスクなどのプログラムコードを記憶できる各種の媒体を含む。
【００９２】
　当業者は、上記の各実施形態が本発明を実現する具体的な実施例であるが、実際に適用
される場合に、本発明の精神および範囲から逸脱せずに形態および細部において様々な変
更を実施できることを理解できるはずである。
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